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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期第３四半期
連結累計期間

第66期第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 （千円） 5,733,876 5,399,644 7,603,588

経常利益 （千円） 748,325 315,797 858,375

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 671,056 178,914 750,738

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 756,298 87,449 829,552

純資産額 （千円） 14,350,738 13,957,773 14,423,992

総資産額 （千円） 16,774,699 16,144,529 16,968,022

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 102.76 28.02 114.96

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 85.3 86.2 84.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 660,552 △64,294 1,020,132

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,290,197 256,894 △1,570,918

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △262,815 △553,703 △263,014

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,758,470 1,476,760 1,831,331

 

回次
第65期第３四半期
連結会計期間

第66期第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 19.99 6.76

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値

で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における経済情勢は、国内経済は自然災害の影響も収束し緩やかに回復している

ものの、世界経済は米国の保護主義政策が強まり、貿易摩擦などによる不透明感が増すとともに、中国の景気減

速などの影響も拡大しました。

当社グループにおきましては、一部の分野における市況の低迷や需給バランスによる在庫調整が重なったこ

とに加え、中国の環境規制強化に伴う顧客の工場移転などの影響と、米中貿易摩擦による在庫調整の影響を受け

ました。

このような状況の中、以前より変わりゆく事業環境に対応するためのマネジメントとして「組織風土創生」を

掲げて活動を続けてきましたが、さらに「セルフマネジメント」を強化する形で、急変する経済情勢に対応して

おります。

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は5,399百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は299

百万円（同52.7％減）、経常利益は315百万円（同57.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は178百万円

（同73.3％減）の減収減益となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（反応系製品）

反応系製品の中で繊維関係は、国内市場においては衣料用が堅調に推移し前年同期を上回る結果となりました

が、資材向けは引き続き低迷したことや、海外市場においては高級衣料分野の動きが悪く前年同期を下回る結果

となりました。

製紙印刷関係は、引き続き出版物のデジタル化の潮流は変わらず、広告媒体の変化及び出版物の減少、パッ

ケージ用途及びダイレクトメール用圧着ニスも低迷いたしました。

化粧品関係は、国内市場において引き続きヘアセット分野は低調でしたが、洗浄剤分野で新規獲得により売上

が好調に推移し、海外市場においてはヘアセット分野で海外企業も好調に推移したことで前年同期を上回る結果

となりました。

その他工業用分野は、水溶性ポリエステル樹脂関係において国内市場が主要分野であるフィルムが回復傾向に

あるものの完全に復調するまでには至らず低調な結果となり、海外市場はこれまで好調に推移した包装材料用途

が低調に推移したことにより前年同期を下回る結果となりました。

その結果、当セグメントの売上高は4,587百万円（前年同期比5.4％減）、営業利益は711百万円（同30.6％

減）となりました。

 

（混合系製品）

混合系製品の中で電子部品関係は、国内市場においてアミューズメント関係においては新機種の投入があり堅

調に推移しましたが、スマートフォン関連及びＬＥＤ用途が低迷したことにより、全体としては低調な結果とな

り、海外市場においては引き続き中国国内における環境規制の影響を受けたことにより前年同期を下回る結果と

なりました。

その結果、当セグメントの売上高は811百万円（同8.0％減）、営業損失は15百万円（前年同期は営業利益2百

万円）となりました。
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（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は16,144百万円と前連結会計年度末に比べ、823百万円減少しまし

た。

流動資産は前連結会計年度末に比べ582百万円減少し10,393百万円となりました。これは、電子記録債権が46百

万円、商品及び製品が105百万円、仕掛品が53百万円、原材料及び貯蔵品が74百万円、その他に含まれております

未収法人税等が128百万円、同じくその他に含まれております未収消費税等76百万円それぞれ増加しましたが、現

金及び預金が849百万円、受取手形及び売掛金が245百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

固定資産は前連結会計年度末に比べ240百万円減少し5,751百万円となりました。これは、建物及び構築物が607

百万円、機械装置及び運搬具が225百万円それぞれ増加しましたが、建設仮勘定が935百万円、投資有価証券が128

百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

流動負債は前連結会計年度末に比べ316百万円減少し1,649百万円となりました。これは、未払法人税等が204百

万円、賞与引当金が128百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

固定負債は前連結会計年度末に比べ40百万円減少し537百万円となりました。これは、役員退職慰労引当金が41

百万円減少したこと等によるものです。

純資産は前連結会計年度末に比べ466百万円減少し13,957百万円となりました。これは、利益剰余金が82百万

円、その他有価証券評価差額金が91百万円それぞれ減少し、自己株式が291百万円増加したこと等によるもので

す。

 

 

 

（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から

354百万円減少し1,476百万円となりました。

各キャッシュ・フローの概要は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は64百万円（前年同期は増加660百万円）と

なりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益279百万円（前年同期比70.2％減）に対し、減価償

却費283百万円（同41.0％増）及び売上債権の減少額199百万円（前年同期は増加額238百万円）があったもの

の、賞与引当金の減少額128百万円（前年同期比82.3％増）及び受取利息及び受取配当金18百万円（同9.1％

増）、たな卸資産の増加額233百万円（同784.9％増）、未払消費税等の減少額91百万円（同142.4％増）、法

人税等の支払額346百万円（同82.6％増）があったこと等によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は256百万円（前年同期は減少1,290百万円）

となりました。これは主として、定期預金の預入による支出4,080百万円（前年同期比32.8％減）及び有形固

定資産の取得による支出221百万円（同74.1％減）がありましたが、定期預金の払戻による収入4,576百万円

（同20.4％減）があったこと等によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は553百万円（同110.7％増）となりました。

これは、主として自己株式の取得による支出291百万円（前年同期は0百万円）及び配当金の支払額261百万円

（前年同期比0.1％増）があったこと等によるものです。
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（4）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

 

 

（5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

第１四半期連結累計期間において記載いたしました気候条件の変化への対応については、今までの想定を見直

し、恒久的な対策を施すべく、全社規模でのファクトリーマスタープランを作成、来期からの計画に組み込むべ

く取り組みを進めております。

 

 

 

（6）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は366百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

 

（7）主要な設備

当第３四半期連結累計期間に新たに確定した重要な設備の取得計画は次のとおりであります。

当社は、生産拠点の拡張及び生産設備の建設を目的として福井県坂井市に土地を取得する予定であります。取

得金額は約4億円であり、所要資金は自己資金で充当する予定であります。

取得時期は平成31年1月を予定しております。

 

 

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,992,000 6,992,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 6,992,000 6,992,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 6,992,000 － 842,000 － 827,990

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 669,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,320,700 63,207 －

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数 6,992,000 － －

総株主の議決権 － 63,207 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」は、自己保有株式669,800株です。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

互応化学工業㈱

京都府宇治市伊勢田町

井尻58番地
669,800 － 669,800 9.58

計 － 669,800 － 669,800 9.58

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人グラヴィタスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,407,260 6,557,769

受取手形及び売掛金 ※ 1,842,314 ※ 1,596,705

電子記録債権 ※ 275,009 ※ 321,091

商品及び製品 648,342 754,271

仕掛品 275,783 329,584

原材料及び貯蔵品 503,692 577,695

その他 27,383 258,856

貸倒引当金 △4,064 △2,964

流動資産合計 10,975,722 10,393,010

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,928,130 4,595,371

減価償却累計額 △3,125,701 △3,185,838

建物及び構築物（純額） 802,429 1,409,533

機械装置及び運搬具 6,362,707 6,705,696

減価償却累計額 △6,004,555 △6,122,378

機械装置及び運搬具（純額） 358,151 583,317

工具、器具及び備品 1,072,602 1,129,061

減価償却累計額 △885,218 △933,879

工具、器具及び備品（純額） 187,383 195,182

土地 2,218,114 2,213,823

建設仮勘定 940,363 4,773

有形固定資産合計 4,506,442 4,406,629

無形固定資産 73,476 76,976

投資その他の資産   

投資有価証券 1,285,926 1,157,167

繰延税金資産 114,403 84,998

その他 24,226 44,278

貸倒引当金 △12,174 △18,531

投資その他の資産合計 1,412,381 1,267,913

固定資産合計 5,992,300 5,751,519

資産合計 16,968,022 16,144,529
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 560,962 ※ 549,370

電子記録債務 ※ 638,472 ※ 680,151

未払金 213,188 179,031

未払費用 3,545 1,350

未払法人税等 205,578 1,404

賞与引当金 229,363 101,329

役員賞与引当金 28,500 21,375

その他 86,109 115,083

流動負債合計 1,965,721 1,649,096

固定負債   

役員退職慰労引当金 135,108 93,660

退職給付に係る負債 443,200 443,999

固定負債合計 578,309 537,660

負債合計 2,544,030 2,186,756

純資産の部   

株主資本   

資本金 842,000 842,000

資本剰余金 827,990 827,990

利益剰余金 12,806,496 12,723,985

自己株式 △404,182 △696,010

株主資本合計 14,072,304 13,697,965

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 283,845 192,167

為替換算調整勘定 33,452 34,751

退職給付に係る調整累計額 △1,970 △1,990

その他の包括利益累計額合計 315,327 224,928

非支配株主持分 36,360 34,879

純資産合計 14,423,992 13,957,773

負債純資産合計 16,968,022 16,144,529
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 5,733,876 5,399,644

売上原価 3,511,545 3,530,989

売上総利益 2,222,330 1,868,655

販売費及び一般管理費 1,588,184 1,569,016

営業利益 634,146 299,638

営業外収益   

受取利息 8,201 7,969

受取配当金 8,370 10,110

為替差益 7,338 －

受取ロイヤリティー 126,553 591

受取補償金 － 24,415

その他 7,473 8,880

営業外収益合計 157,936 51,967

営業外費用   

売上割引 8,577 9,931

為替差損 － 12,775

支払補償費 29,918 8,586

持分法による投資損失 4,972 3,411

その他 289 1,103

営業外費用合計 43,758 35,808

経常利益 748,325 315,797

特別利益   

投資有価証券売却益 191,524 －

固定資産売却益 538 2,499

特別利益合計 192,062 2,499

特別損失   

役員退職慰労金 － 35,056

固定資産売却損 － 421

固定資産除却損 4,096 3,579

特別損失合計 4,096 39,058

税金等調整前四半期純利益 936,292 279,239

法人税、住民税及び事業税 233,573 31,395

法人税等調整額 29,986 70,163

法人税等合計 263,560 101,559

四半期純利益 672,731 177,679

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 671,056 178,914

非支配株主に帰属する四半期純利益又は

非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
1,675 △1,235

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 105,571 △91,678

為替換算調整勘定 △22,044 1,469

退職給付に係る調整額 40 △20

その他の包括利益合計 83,566 △90,229

四半期包括利益 756,298 87,449

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 755,847 88,516

非支配株主に係る四半期包括利益 451 △1,066
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 936,292 279,239

減価償却費 201,325 283,898

貸倒引当金の増減額（△は減少） 214 5,236

賞与引当金の増減額（△は減少） △70,223 △128,034

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,125 △7,125

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2 △38

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,756 △41,447

受取利息及び受取配当金 △16,572 △18,080

為替差損益（△は益） △3,241 △5,711

持分法による投資損益（△は益） 4,972 3,411

投資有価証券売却損益（△は益） △191,524 －

有形固定資産売却損益（△は益） △538 △2,078

有形固定資産除却損 4,096 3,579

売上債権の増減額（△は増加） △238,143 199,218

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,331 △233,006

仕入債務の増減額（△は減少） 220,133 29,612

未払消費税等の増減額（△は減少） △37,728 △91,455

未払金の増減額（△は減少） 59,961 7,831

未払費用の増減額（△は減少） △8,497 △2,213

その他の流動資産の増減額（△は増加） △11,707 △25,589

その他の流動負債の増減額（△は減少） 49,163 57,461

その他 △35,052 △50,469

小計 833,233 264,239

利息及び配当金の受取額 16,846 17,613

法人税等の支払額 △189,528 △346,146

営業活動によるキャッシュ・フロー 660,552 △64,294

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,076,743 △4,080,843

定期預金の払戻による収入 5,746,884 4,576,355

投資有価証券の取得による支出 △607,546 △7,973

投資有価証券の売却による収入 505,895 －

有形固定資産の取得による支出 △857,462 △221,912

有形固定資産の売却による収入 538 6,369

無形固定資産の取得による支出 △683 △11,520

固定資産の除却による支出 △80 △3,560

貸付けによる支出 △2,177 △955

貸付金の回収による収入 1,177 932

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,290,197 256,894

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △93 △291,828

配当金の支払額 △261,229 △261,460

非支配株主への配当金の支払額 △1,492 △414

財務活動によるキャッシュ・フロー △262,815 △553,703

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,712 6,532

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △899,172 △354,570

現金及び現金同等物の期首残高 2,657,643 1,831,331

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,758,470 ※ 1,476,760

 

EDINET提出書類

互応化学工業株式会社(E00889)

四半期報告書

12/17



【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理をしております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の

四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が四半期連結会計期間末日残高に含まれて

おります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 68,518 千円 51,730 千円

電子記録債権 31,109 29,991

支払手形 9,388 7,309

電子記録債務 132,471 124,069

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

現金及び預金勘定 7,336,117千円 6,557,769千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,577,647 △5,081,008

現金及び現金同等物 1,758,470 1,476,760

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

（１）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 261,219 40 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

（１）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 261,216 40 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末日後となるもの

該当事項はありません。

（３）株主資本の著しい変動

当社は、平成30年６月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式208,300株の取得を行いました。この

結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が291百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末にお

いて自己株式が696百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益

計算書計上額

（注）２
 反応系製品 混合系製品 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,851,441 882,434 5,733,876 － 5,733,876

セグメント間の内部売上高

又は振替高
145,352 － 145,352 △145,352 －

計 4,996,794 882,434 5,879,228 △145,352 5,733,876

セグメント利益 1,024,949 2,727 1,027,677 △393,530 634,146

（注）１．セグメント利益の調整額△393,530千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

及び包括利益

計算書計上額

（注）２
 反応系製品 混合系製品 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,587,808 811,836 5,399,644 － 5,399,644

セグメント間の内部売上高

又は振替高
113,850 － 113,850 △113,850 －

計 4,701,658 811,836 5,513,494 △113,850 5,399,644

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
711,674 △15,006 696,668 △397,029 299,638

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△397,029千円は、各報告セグメントに配分

していない全社費用であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と

調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益  102円76銭 28円02銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する

四半期純利益
（千円） 671,056 178,914

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に

帰属する四半期純利益
（千円） 671,056 178,914

普通株式の期中平均株式数 （千株） 6,530 6,384

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

重要な設備投資

当社は、平成30年10月10日開催の取締役会において固定資産の取得を決議し、平成31年１月29日付で当該固定資

産を取得しております。

 

（１）固定資産取得の目的

生産拠点の拡張及び生産設備の建設のため

 

（２）取得資産の内容

所 在 地 ： 福井県坂井市三国町米納津49字浜割152番1、152番2

面 積 ： 25,409.95㎡

内 容 ： 事業用土地

取 得 価 額 ： 399百万円

取 得 資 金 ： 自己資金

取 得 日 ： 平成31年１月29日

事業供用予定年月 ： 平成32年12月頃

 

（３）当該固定資産が営業・生産活動に及ぼす重要な影響

当該固定資産の事業供用予定年月が平成32年12月頃となるため、平成31年３月期の業績に与える影響は軽微

であります。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月７日

互応化学工業株式会社
取締役会　御中

 

監査法人グラヴィタス

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　良治　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 飯田　一紀　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている互応化学工業株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、互応化学工業株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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